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官庁施設の長寿命化のための保全手法・評価手法検討会 設置規約

（趣旨）

第１条 官庁施設の長寿命化のための保全手法・評価手法について、特に既存官

庁施設の長寿命化に向けて、有識者からの意見等を踏まえた検討を行うた

めに、官庁営繕部に「官庁施設の長寿命化のための保全手法・評価手法検

討会（以下「検討会」という。）」を設置する。

（構成）

第２条 検討会の委員は、別紙に掲げる者をもって構成する。

２ 検討会の委員は、必要に応じて追加を行うことができる。

３ 検討会に座長を置く。

４ 検討会の議事の進行は、座長が行う。

（検討会の議事）

第３条 検討会の議事は原則として非公開とする。

２ 検討会の議事概要については、検討会終了後速やかに作成の上、内容につ

いて委員に確認を得た後、国土交通省ホームページにおいて公開する。

３ 検討会の会議資料については、会議後、速やかに国土交通省ホームページ

において公開する。

４ 前２項の規定に関わらず、検討会において特に必要があると認めた場合は、

議事概要及び会議資料の全部又は一部を非公開とすることができる。

（参考人の出席）

第４条 検討会は、座長が必要と認めるときは、参考人を招いて意見を聞くこと

ができる。

（守秘義務）

第５条 検討会委員及び参考人は、検討会を通じて知り得た秘密を漏らしてはな

らない。その職を退いた後も同様とする。

（事務局）

第６条 検討会の事務局は、国土交通省大臣官房官庁営繕部計画課保全指導室及

び整備課施設評価室に置く。

（その他）

第７条 この規約に定めるもののほか、検討会の運営に関し必要な事項は、座長

がこれを定める。

附則

１ この規約は、平成26年12月11日から施行する。

別 紙
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